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Abstract 企業倫理の本質は,企業がもつべき啓蒙された利他主義の考えである。企業倫理と企業の社会的責

任との違いは,前者は経営者の道徳的内省に焦点をあてて考えられるのに対して,後者は企業の組織
的行為に焦点をあてて考えられることである。いま何故企業倫理問題が多発しているのか。本来
制度とか法律とかは,ヒトの意識の固定してできるものであり,ヒトの意識の変化よりあとに変化す
るものであるが,それが現代の情報化・グローバル化の急展開によって,制度とか法律がヒトの意識
より先に変わってしまい,それに追いつけない人々の意思決定,行動が,
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